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3.1 『Pro-Studio EX』を起動しよう

『Pro-Server EX』を使用したデータマネジメントシステムを動作させるためには、接続機器のネット

ワーク設定や使用する機能に関する設定（ネットワークプロジェクトファイルの作成）を行う必要が

あります。

ネットワークプロジェクトファイルの作成は、『Pro-Studio EX』を使用して行います。

セットアップが終了したら、『Pro-Studio EX』を起動しましょう。

3.1.1 『Pro-Studio EX』の起動

1 パソコンの電源を入れ、Windows を起動します。

2 タスクバーの［スタート］ボタンをクリックしたあと、「すべてのプログラム（OS によっては「プロ

グラム」）」→「Pro-face」→「Pro-Server EX」と進み、「Pro-Studio EX」をクリックします。

『Pro-Studio EX』が起動し、オープニング画面が表示されます。

• デスクトップ上にショートカットを作成している場合は、ショートカットアイコンをダ

ブルクリックしても起動できます。
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同時に「オンラインアップデートサービス」画面が表示されます。

オンラインによるアップデートを受ける場合は、「プログラム起動時に更新を確認」をチェックし、

［OK］ボタンをクリックします。

しばらくすると、画面の後面にスタート画面、画面の前面に「ネットワークプロジェクトファイルを

開く」画面が表示されます。
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続いて、「ネットワークプロジェクトファイルを開く」画面の操作を行います。

『Pro-Studio EX』を終了するには

スタート画面で、メニューバーの「ファイル」をクリックし、メニューから「終了」を選択しま
す。
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『Pro-Server EX』の起動について（通常モード）

『Pro-Studio EX』の操作中にパソコンと GP 間で通信が必要な状態になった場合、下記の『Pro-
Server EX』の起動を促すメッセージが表示されます。
この場合は、［はい］ボタンをクリックし、『Pro-Server EX』を起動させてください。

『Pro-Server EX』が起動するとタスクトレイにアイコンが表示され、終了の操作を行わない限り、
常に起動された状態（常駐状態）となります。

『Pro-Server EX』を終了（常駐解除）するには、タスクトレイのアイコンを右クリックし、メ
ニューから「Pro-Server EX の終了」を選択します。

• 『Pro-Server EX』は、Windows のサービスとして起動することもできます。 

詳しくは「第 29 章　Pro-Server EX をサービスとして起動したい！」をご覧ください。

• 『Pro-Server EX』を「サービスモード」で使用している場合は、終了方法が異なります。

「29.1.2　「サービスモード」での『Pro-Server EX』の起動と終了」をご覧ください。
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3.1.2 ネットワークプロジェクトファイルの選択

プログラムが起動すると、スタート画面の前面に、下記の「ネットワークプロジェクトファイルを開

く」画面が表示されます。

この画面で、新規のネットワークプロジェクトファイルを作成するか、既存のネットワークプロジェ

クトファイルを使用するかを選択します。

■ 新規に作成する場合

初めて『Pro-Studio EX』をご使用になる場合や、ネットワークプロジェクトファイルを新規に作成す

る場合には、［新規作成］ボタンをクリックします。

■ 編集する場合

既存のネットワークプロジェクトファイルを使用する場合には、［既存のファイルを開く］ボタンを

クリックし、「ファイルを開く」ダイアログで使用するファイルを指定します。

「最近使ったファイル」に起動したいネットワークプロジェクトファイルのファイル名が表示されて

いる場合は、ファイル名をクリックします。

（既存のネットワークプロジェクトファイルの内容を編集する場合も同じです。）

いずれかの操作を行うと、ネットワークプロジェクトファイルが開いたあと「ネットワークプロジェ

クトファイルを開く」画面が閉じ、スタート画面が操作できる状態になります。
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3.1.3 『Pro-Studio EX』のスタート画面について

スタート画面の詳細について説明します。

①タイトルバー

ネットワークプロジェクトファイルのファイル名が表示されます。

新規作成の場合は、「？ .npx」と表示されます。

②メニューバー

『Pro-Studio EX』を操作するためのメニューです。クリックすると、プルダウンメニューが表示され

ます。

③状態バー

ネットワークプロジェクトファイルを作成するために必要な設定項目がアイコン表示されています。

アイコンをクリックすると、各設定画面が表示されます。

スタート画面が表示されます。ただし、初回起動時には、このアイコンがクリックされ

た状態で、スタート画面が表示されます。

参加局設定画面が表示されます。参加局の登録や削除を行います。

シンボル設定画面が表示されます。シンボルの登録や削除、グループ化を行います。
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機能設定画面が表示されます。アクション、データ転送の登録や内容の設定を行いま

す。また、キャッシュの登録も行うことができます。

保存設定画面が表示されます。設定したネットワークプロジェクトファイルの保存を行

います。

転送設定画面が表示されます。設定したネットワークプロジェクトファイルの GP への

転送を行います。

状況監視設定画面が表示されます。パソコンや接続機器の現在の状況をモニタします。

④［サンプルウィザード］

『Pro-Server EX』には、帳票作成やレシピなど、よく使用されるアクションに対する設定内容の学習

用として、「サンプルウィザード」が用意されています。

各項目をクリックすると、「サンプルウィザード」が起動し、それぞれの項目に対応した「サンプル

ウィザード」画面が表示されます。

また、各ボタンの上にマウスカーソルを置くと、それぞれのウィザードに対するガイドが、⑦作業エ

リアに表示されます。

⑤［プログラム設計］

プログラム設計に役立つ機能について、設定項目や操作の内容についてのガイドを表示します。

各項目の上にマウスカーソルを置くと、それぞれの項目に対するガイドが、⑦作業エリアに表示され

ます。

また、各項目をクリックすると、それぞれの項目に対するより詳細なガイドが表示されます。

⑥［リファレンスマニュアル］

『Pro-Server EX リファレンスマニュアル』（本マニュアル）が表示されます。

⑦作業エリア

マウスカーソルが置かれた項目についてのガイドを表示します。また、設定画面表示時には設定エリ

アとなり、各項目の設定や編集を行います。
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3.1.4 学習する前に

「サンプルウィザード」では、接続機器のデバイスデータを使用することもできますが、この章では、

GP 内部のメモリ空間（「LS エリア」と呼びます）にアクセスして読み出し／書き込みを行う方法で

説明します。

この章で説明されている手順で学習する場合は、下図のように『Pro-Server EX』がインストールされ

ているパソコンと GP が接続されている状況で行ってください。

•「サンプルウィザード」で設定した内容は、ウィザード終了後に、各メニューにて編集

できます。 

　　参加局→「参加局」メニュー 

　　接続機器→「参加局」メニュー 

　　シンボル→「シンボル」メニュー 

　　起動条件、機能（アクション）→「機能」メニュー
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3.2 帳票作成を体験してみよう！

3.2.1 帳票作成機能とは？

接続機器から読み出した生産データや計測データを、『Excel』であらかじめ作成した帳票テンプレー

トに自動的に書き込むことにより、管理表や報告書など、目的に応じた各種帳票を作成することがで

きます。

『Pro-Studio EX』には、約 30 種類もの帳票のフォーマットが「帳票テンプレート」としてあらかじめ

登録されています。

これらを使用することにより、以下のような帳票を作成することができます。

■ 生産管理板（日単位）

「帳票テンプレート」の形式は、『Excel』を使って自由に編集することができます。また、新規の

フォーマットのテンプレートを作成し、追加することもできます。

詳細については、「第 5 章　Excel で帳票を作成したい！」をご覧ください。
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＜帳票作成のしくみ＞

①『Excel』の帳票テンプレートの各セルに、接続機器内部のどのデバイスアドレスのデータを書き込

むかをあらかじめ割り付けておきます。

②『Pro-Studio EX』で、出力するデバイスアドレスのデータや帳票を出力する条件など、帳票作成機

能の動作設定を行います。
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③指定したタイミングまたは周期がくると、接続機器の各デバイスアドレスのデータが、帳票テンプ

レートの出力ファイルの指定されたセルに書き込まれます。
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3.2.2 設定から帳票作成までの作業の流れ

「帳票作成」ウィザードによる、設定からサンプル帳票作成までの作業の流れを、実際のウィザード

の内容に基づいて説明します。

ネットワークプロジェクトファイルの作成（「サンプルウィザード」の操作）

STEP 1　帳票テンプレートの選択
作成する帳票の形式を、帳票テンプレートの中から選択します。

STEP 2　参加局の登録
作成する帳票の形式を、帳票テンプレートの中から選択します。

STEP 4　起動条件の設定
帳票を出力する条件（起動条件）を設定します。

STEP 5　機能（アクション）の設定
アクション名と、作成する帳票の出力先およびファイル名を設定します。

STEP 6　設定結果と帳票テンプレートの確認
「サンプルウィザード設定結果」画面で設定内容を確認し、生成された帳票テンプレートを確
認します。

STEP 3　シンボルの登録
GP のデバイスアドレスをシンボルとして登録します。

STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存
ここまでに設定した内容をネットワークプロジェクトファイルとして保存し、リロードしま
す。

STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送
保存したネットワークプロジェクトファイルを GP に転送します。

STEP 9　デバイスデータの書き込み
STEP 4 で設定した起動条件が有効になると、データが出力ファイルに書き込まれます。

ネットワークプロジェクトファイルの作成（「サンプルウィザード」の操作）
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3.2.3 帳票を作成してみよう

それでは、「サンプルウィザード」の中の「帳票作成」ウィザードに従って操作を行うことにより、

帳票作成に必要な設定内容を学習しながら、実際にサンプル帳票を作成してみましょう。

＜このウィザードで作成するサンプル帳票例＞

• パソコンに『Excel』がインストールされていない場合は、帳票作成ができません。作業
を開始する前に、パソコンに『Excel』がインストールされていることをご確認くださ
い。
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STEP 1　帳票テンプレートの選択

作成する帳票テンプレートを選択します。

1 スタート画面で、［サンプルウィザード］の［帳票作成］ボタンをクリックします。

• 「サンプルウィザード」の各ボタンの上にマウスカーソルを置くと、画面右の作業エリ

アに各ウィザードの説明が表示されます。
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2「帳票作成」ウィザードが起動し、帳票テンプレート選択画面が表示されます。スクロールバーを

使って画面をスクロールさせ、出力したい帳票のフォーマットをチェックします。

ここでは、「生産管理板（日単位）」を選択します。

• 帳票のサムネイル表示をクリックすると、フォーマットが拡大して表示されます。
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［次へ］ボタンをクリックします。

これで帳票テンプレートの選択が終了し、参加局設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 2　参加局の登録」に進みます。

• 帳票テンプレートには、どのセルに、どのデバイスデータを書き込むかをあらかじめ設

定する必要がありますが、このウィザードではあらかじめ割り付けられていますので、

データの割り付け作業を行う必要はありません。



帳票作成を体験してみよう！

Pro-Server EX リファレンスマニュアル 3-18

STEP 2　参加局の登録

データをパソコンに読み出すため、パソコンと GP を参加局として『Pro-Studio EX』に登録します。

参加局とは

『Pro-Server EX』を使って接続機器のデータを読み書きするには、ネットワークに接続されている
パソコンおよび GP の情報をネットワークに登録する必要があります。
登録するパソコンや GP を「参加局」と呼びます。

• Pro-Server EX 局
『Pro-Server EX』の機能を実行するパソコンを登録します。

• GP3000 シリーズ局
データ読み書きの対象となる GP3000 シリーズ表示器および GP に接続する接続機器を登録しま
す。GP3000 シリーズ局は、1 局につき最大 4 機種（プロトコル）まで、プロトコルによっては 1
プロトコル最大で 32 台の接続機器が登録できます。

• GP シリーズ局
データ読み書きの対象となる GP2000 シリーズ表示器、GLC シリーズ表示器、Factory Gateway　
を登録します。GP シリーズ局は 1 局につき 1 機種（プロトコル）が登録できます。

• WinGP 局
データ読み書きの対象となる WinGP 表示器および、IPC に接続する接続機器を登録します。
WinGP 局は、1 局につき最大 4 機種（プロトコル）まで、プロトコルによっては 1 プロトコル最
大で 32 台の接続機器が登録できます。
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1 現在使用しているパソコン（帳票を作成するパソコン）を「動作局」として登録します。

［はい］をクリックします。

「動作局」が、現在使用しているパソコン「PC1」に設定されます。

2 接続されている GP を「データ元局」として登録します。

［新規に参加局を登録します。（接続機器はメモリリンク固定）］を選択し、GP の IP アドレスを入力

します。

「データ元局」が上記の内容に設定されます。

• GP に設定されている IP アドレスの確認方法は、「 2.4　GP のネットワーク設定をしよ

う」をご覧ください。

• メモリリンク以外の接続機器を選択する場合、[ 新規に参加局を登録します。（接続機器

を指定）] を選択してください。



帳票作成を体験してみよう！

Pro-Server EX リファレンスマニュアル 3-20

3［次へ］ボタンをクリックします。

これで帳票作成上必要となる参加局の登録が終了し、シンボル設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 3　シンボルの登録」に進みます。

STEP 3　シンボルの登録

帳票作成に必要なデータのあるデバイスアドレスを「シンボル」として登録します。

このウィザードでは、あらかじめ GP 内部のメモリ空間（「LS エリア」）がシンボル登録されていま

す。

シンボルとは

PLC などの制御機器では、データを格納する領域は「デバイスアドレス」と呼ばれ、「D0001」、
「DM001」など、各社特有の記号が付けられています。
『Pro-Studio EX』では、これらのアドレスに名前（「シンボル」と呼びます）を付けて管理できま
す。
シンボルを登録するとデバイスに対してシンボル名でアクセスできるようになります。
「バルブ A」や「タンク A_ 温度」などの名前を付けて登録すると人が理解しやすい形でデバイス
にアクセスできます。
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1［それらのシンボルをデータ元局のシンボルとして登録します。］をチェックし、画面を拡大またはス

クロールして、あらかじめ設定されたシンボルを確認します。

• メモリリンク以外の接続機器を選択した場合は、仮のアドレスが設定されます。電卓ア

イコンをクリックして、実際に使うアドレスに変更してください。 
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2［次へ］ボタンをクリックします。

これで帳票作成に必要となるシンボルの登録が終了し、起動条件設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 4　起動条件の設定」に進みます。
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STEP 4　起動条件の設定

帳票出力を実行する条件（起動条件）を設定します。

このウィザードでは、あらかじめ「アップロード開始ビット」の立ち上がりを検出する起動条件が登

録されています。

1［起動条件の設定］で、設定する起動条件を確認します。

起動条件とは

『Pro-server EX』は、いろいろな動作を特定のタイミングで行うことができます。
このタイミングのことを「起動条件」と呼びます。
アクションやデータ転送は、その起動条件が成立したときに動作するように設定します。
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2［次へ］ボタンをクリックします。

これで帳票作成上必要となる起動条件の設定が終了し、アクション設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 5　機能（アクション）の設定」に進みます。
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STEP 5　機能（アクション）の設定

機能（アクション）を設定します。アクション名と、作成する帳票の出力先フォルダおよびファイル

名を設定します。

アクションとは

『Pro-Server EX』は、デバイスに対してのアクセス以外に、Excel で帳票を作成したり、Access で
データベースを作成するなど、アプリケーションソフトを活用した高度な処理を行うことができ
ます。
『Pro-Server EX』では、これらパソコン内でアプリケーションソフトを活用した処理のことを「ア
クション」と呼びます。
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1［帳票の出力先フォルダ］に、帳票ファイルの出力先（フォルダ）を入力します。

［参照］ボタンをクリックし、「フォルダの参照」画面で出力先フォルダを指定してください。

※ フォルダ名を直接入力することもできます。この場合は、「C:￥My Documents」のように、 
パソコンのドライブ名から入力してください。

2［帳票の出力ファイル名］に、出力ファイル名を入力します。

ここでは、「生産管理板」と入力します。

• アクション名は、任意の名称を付けることができますが、ここで名称を変更した場合、
ウィザードであらかじめ設定されている内容と相違が発生しますので、ここでは初期設
定の名称のままにしておいてください。
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3［次へ］ボタンをクリックします。

これで帳票作成上必要となるアクションの設定が完了し、次の作業内容（ネットワークプロジェクト

ファイルの保存と転送）についての説明画面が表示されます。この画面には、このあと行うネット

ワークプロジェクトファイルの保存と転送に関する説明が記載されています。

4［完了］ボタンをクリックします。

「サンプルウィザード」が終了します。
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続いて、保存設定画面が表示されます。

このとき、保存設定画面のほかにも、「サンプルウィザード設定結果」画面と、『Excel』形式の帳票テ

ンプレートファイル（ProduceManagementPerDay.xlt）が生成されます。

続いて、「STEP 6　設定結果と帳票テンプレートの確認」に進みます。

• 「サンプルウィザード設定結果」画面は、HTML ファイルです。この画面を起動させる

ためには、パソコンに『Microsoft Internet Explorer』がインストールされていることが必

要です。
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STEP 6　設定結果と帳票テンプレートの確認

「サンプルウィザード設定結果」画面を開き、設定内容を確認します。

1 パソコンのタスクバーにある「サンプルウィザード」をクリックします。

「サンプルウィザード設定結果」画面が表示されます。

2 画面をスクロールし、これまでに設定した内容を確認します。

• 「サンプルウィザード設定結果」画面下部の［シーケンス］には、動作内容が表示され

ていますのでご確認ください。
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3 確認後、画面を終了する場合は［×］（閉じる）ボタン、画面を残す場合は［-］（最小化）ボタンをク

リックします。

続いて、『Excel』の帳票テンプレートを開き、内容を確認します。

4「STEP 5　機能（アクション）の設定」の手順 1 で設定した帳票の出力先フォルダを開き、『Excel』

ファイルの帳票テンプレート（ProductManagementPerDay.xlt）をダブルクリックします。 

「STEP 1　帳票テンプレートの選択」で選択した帳票テンプレートが生成されていることを確認しま

す。

• 「サンプルウィザード設定結果」ファイルは、生成された時点で「STEP 5　機能（アク

ション）の設定」の手順 1 で設定した出力先フォルダに保存されます。ファイル名は

「（手順 1 で設定したアクション名）.html」となります。
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続いて、「STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存」に進みます。

STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存

これまでに設定した内容を、ネットワークプロジェクトファイルとして保存し、『Pro-Server EX』に

リロードします。

1［ネットワークプロジェクトファイルのパス］に、保存先フォルダおよび保存ファイル名を入力しま

す。

［参照］ボタンをクリックして保存先フォルダを指定したあと、「名前を付けて保存」画面の［ファイ

ル名］に保存ファイル名を入力し、［保存］ボタンをクリックします。

• 「説明」タブでは、テンプレートの使い方を説明しています。 

• ファイル名の後には、自動的にネットワークプロジェクトファイルの拡張子（.npx）が

付けられます。
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2［タイトル］に、ネットワークプロジェクトファイルのタイトルを入力します。

3［保存 / リロード］ボタンをクリックします。

設定した内容が、ネットワークプロジェクトファイルとして保存されます。

リロードとは

ネットワークプロジェクトファイルの設定内容に基づいて『Pro-Server EX』はデータの読み書き
などの動作を行います。リロードとは、作成したネットワークプロジェクトファイルを『Pro-
Server EX』に認識させる作業をいいます。
［保存 / リロード］ボタンをクリックすると、『Pro-Server EX』が起動して、リロードが行われ、下
記の画面が表示されます。

[OK] ボタンをクリックします。
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同時に「Action Report」画面が表示されます。

ここには、このアクションが出力ファイルに対し、どのように出力したのかなどの履歴が常に記録さ

れます。

4［転送］アイコンをクリックします。

転送設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送」に進みます。
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STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送

保存したネットワークプロジェクトファイルを GP に転送します。

1 ネットワークプロジェクトファイルを転送する参加局をチェックします。

このウィザードでは、「STEP 2　参加局の登録」の手順 2 で設定したデータ元局の「Sample_Node」を

チェックします。

2［他局への転送］ボタンをクリックします。

3「他局への転送」画面で、［はい］ボタンをクリックします。 
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「ネットワークプロジェクト転送」画面が表示され、ネットワークプロジェクトファイルが、手順 1

でチェックした参加局に転送されます。 

［閉じる］ボタンをクリックし、「ネットワークプロジェクト転送」画面を閉じます。

続いて、「STEP 9　帳票へのデータ書き込み」に進みます。

• ネットワークプロジェクトファイルは、各参加局がオンライン（通信されている状態）

でない場合は転送できません。転送する前に［参加局のオンライン確認］ボタンをク

リックし、各参加局がオンラインの状態であることを確認した上で行ってください。 
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STEP 9　帳票へのデータ書き込み

「STEP 4　起動条件の設定」で設定した起動条件が有効になった時点で、出力ファイルにデータが書

き込まれます。

ここでは、実際に出力ファイルにデータが書き込まれることを確認してみましょう。

1「STEP 5　機能（アクション）の設定」の手順 1 で設定した帳票の出力先フォルダを開き、手順 2 で

設定したファイル名で生成されている『Excel』ファイルを開きます。
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2 GP 内部のメモリ空間である「S_Excel01_ 累積実績数 _WORD」と「S_Excel01_ 書き込み先 _WORD」

にデバッグ用の値を格納します。

ここでは、「デバッグ（累積実績数）」と「デバッグ（セットする時間）」に適当な値を入力し、それ

ぞれのデバッグボタンをクリックすると、GP 内部のメモリ空間「S_Excel01_ 累積実績数 _WORD」

と「S_Excel01_ 書き込み先 _WORD」に自動的に書き込まれます。

3「実行」ボタンをクリックします。

起動条件ビット「T_Excel01」が自動的に ON します。

それにより、起動条件が成立して帳票作成アクションが動作し、出力ファイルが作成されます。

ここでは、GP 内部のメモリ空間「S_Excel01_ 累積実績数 _WORD」と「S_Excel01_ 書き込み先

_WORD」に格納された値が Excel に書き込まれます。9 時の累積実績数セルに「103」が書き込まれ

ます。

4 帳票の確認が終わったら、［×］（閉じる）ボタンをクリックします。

以上で、「サンプルウィザード」を使用したサンプル帳票の作成は終了です。

• デバッグ（セットする時間）は、9 ～ 17 の範囲で入力してください。累計実績数を書き

込む列を指定する値になります。
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3.3 レシピ機能を体験してみよう！

3.3.1 レシピ機能とは？

『Excel』などのアプリケーションソフトであらかじめ作成したデータや CSV 形式のデータを、接続機

器の任意のデバイスへ書き込むことができます。

＜レシピ機能のしくみ＞

①『Excel』で、接続機器に書き込むデータを記載したシート（レシピシート）を作成します。

②『Pro-Studio EX』で、データの書き込み先やデータを書き込む条件など、レシピ機能の動作設定を

行います。
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③指定したタイミングまたは周期で、レシピシート内のあらかじめ設定しておいたレコード番号の

データが接続機器のデバイスアドレスに書き込まれます。

（例）レシピシートのレコード番号「1」のデータを接続機器のデバイスアドレス「D000」～「D003」

に書き込む場合
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3.3.2 設定からデータ書き込みまでの作業の流れ

「レシピ」ウィザードによる、設定からデバイスデータ書き込みまでの作業の流れを、実際のウィ

ザードの内容に基づいて説明します。

STEP 1　レシピシートのデータ形式の選択
サンプルとして作成するレシピシートのデータ形式を、「Access」、「CSV」、「Excel」の中から
選択します。

STEP 4　起動条件の設定
データを書き込む条件（起動条件）を設定します。

STEP 5　機能（アクション）の設定
アクション名と、作成するレシピシートの格納先を設定します。

STEP 6　設定結果とレシピシートの確認
「サンプルウィザード設定結果」画面で設定内容を確認し、生成されたレシピシートを確認し
ます。

STEP 3　シンボルの登録
GP のデバイスアドレスをシンボルとして登録します。

STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存
ここまでに設定した内容をネットワークプロジェクトファイルとして保存し、リロードしま
す。

STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送
保存したネットワークプロジェクトファイルを GP に転送します。

STEP 9　デバイスデータの書き込み
STEP 4 で設定した起動条件が有効になると、レシピシートのデータが GP に書き込まれます。

STEP 2　参加局の登録
パソコンと GP を参加局として登録します。

ネットワークプロジェクトファイルの作成（「サンプルウィザード」の操作）
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3.3.3 デバイスデータを書き込んでみよう

それでは、「サンプルウィザード」の中の「レシピ」ウィザードに従って操作を行うことにより、

データ書き込みに必要な設定内容を学習しながら、実際に GP にデータを書き込んでみましょう。

STEP 1　レシピシートのデータ形式の選択

作成するレシピシートのデータ形式を選択します。

ここでは、『Excel』でレシピシートを作成します。

1 スタート画面で、［サンプルウィザード］の［レシピ］アイコンをクリックします。

•「Access」形式または「Excel」形式でレシピシートを作成する場合は、パソコンに
『Access』または『Excel』がインストールされていることが必要です。 
パソコンに必要となるソフトウェアがインストールされていることをご確認ください。

レシピシート（サンプル）の作成

レシピ機能を使用する場合、接続機器に書き込むデバイスデータが記載されたレシピシートは
ユーザーが作成しますが、このウィザードでは、サンプルのレシピシートが自動的に作成され、
ウィザード中で指定したフォルダに格納されます。
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「レシピ」ウィザードが起動し、データ形式選択画面が表示されます。

2 レシピシートのデータ形式をチェックします。

「Excel」をチェックします。
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［次へ］ボタンをクリックします。

データ形式の選択が終了し、参加局設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 2　参加局の登録」に進みます。

• 以下の説明は、データ形式選択画面で「Excel」を選択した場合を想定しています。 

「Excel」以外の項目を選択した場合、画面や設定内容が異なります。
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STEP 2　参加局の登録

続いて、「STEP 3　シンボルの登録」に進みます。

この設定内容は、すでに説明した「帳票作成」ウィザードの設定と同じです。
「3.2.3　帳票を作成してみよう」の「STEP 2　参加局の登録」をご覧ください。
すでに他のウィザードを操作され、参加局の登録を行っている場合は、この項目を改めて設定す
る必要はありません。［次へ］ボタンをクリックし、「STEP 3　シンボルの登録」へお進みくださ
い。
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STEP 3　シンボルの登録

データの書き込み先となるデバイスアドレスを「シンボル」として登録します。このウィザードで

は、あらかじめ GP 内部（「LS エリア」）のデバイスに設定されたシンボルを使用します。

1［それらのシンボルをデータ元局のシンボルとして登録します。］をチェックし、画面を拡大またはス

クロールして、あらかじめ設定されたシンボルを確認します。 

2［次へ］ボタンをクリックします。

これでデータ書き込みに必要となるシンボルの登録が終了し、起動条件設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 4　起動条件の設定」に進みます。
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STEP 4　起動条件の設定

データ書き込みを実行する条件（起動条件）を設定します。

1［起動条件の設定］で、設定する起動条件を選択します。ここでは「ダウンロード開始ビットが ON

するとデバイスにデータを書き込みます」を選択します。

2［次へ］ボタンをクリックします。

これでデータ書き込みに必要となる起動条件の設定が終了し、アクション設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 5　機能（アクション）の設定」に進みます。

• 起動条件名は、任意の名称を付けることができますが、ここで名称を変更した場合、
ウィザードであらかじめ設定されている内容と相違が発生しますので、ここでは初期設
定の名称のままにしておいてください。
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STEP 5　機能（アクション）の設定

機能（アクション）を設定します。アクション名と、サンプルとして作成するレシピシートの格納先

を設定します。

1［Excel レシピのフォルダ］に、レシピシートの格納先フォルダを入力します。 

2［次へ］ボタンをクリックします。 

これでデータ書き込みに必要となるアクションの設定が完了し、次の作業内容（ネットワークプロ

ジェクトファイルの保存と転送）についての説明画面が表示されます。この画面には、このあと行う

ネットワークプロジェクトファイルの保存と転送に関する説明が記載されています。

• アクション名は、任意の名称を付けることができますが、ここで名称を変更した場合、
ウィザードであらかじめ設定されている内容と相違が発生しますので、ここでは初期設
定の名称のままにしておいてください。
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3［完了］ボタンをクリックします。

「サンプルウィザード」が終了します。

続いて、保存設定画面が表示されます。

このとき、保存設定画面のほかにも、「サンプルウィザード設定結果」画面と、『Excel』形式のレシピ

シートファイル（Recipe_Excel.xlt）が生成されます。

続いて、「STEP 6　設定結果とレシピシートの確認」に進みます。

• 「サンプルウィザード設定結果」画面は、HTML ファイルです。この画面を起動させる

ためには、パソコンに『Microsoft Internet Explorer』がインストールされていることが必

要です。
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STEP 6　設定結果とレシピシートの確認

「サンプルウィザード設定結果」画面を開き、設定内容を確認します。

1 パソコンのタスクバーにある「サンプルウィザード」をクリックします。

「サンプルウィザード設定結果」画面が表示されます。

2 画面をスクロールし、これまでに設定した内容を確認します。

3 確認後、画面を終了する場合は［×］（閉じる）ボタン、画面を残す場合は［-］（最小化）ボタンをク

リックします。

続いて、『Excel』のレシピシートを開き、内容を確認します。

• 「サンプルウィザード設定結果」画面下部の［シーケンス］には、動作内容が表示され

ていますのでご確認ください。

• 「サンプルウィザード設定結果」ファイルは、生成された時点で「STEP 5　機能（アク

ション）の設定」の手順 1 で設定したレシピの格納先フォルダに保存されます。ファイ

ル名は「（アクション名）.html」となります。
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4「STEP 5　機能（アクション）の設定」の手順 1 で設定したレシピシートの格納先フォルダを開き、

『Excel』ファイルのレシピシート（Recipe_Excel.xlt）をダブルクリックします。 

レシピシートが生成されていることを確認します。

続いて、「STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存」に進みます。
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STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存

これまでに設定した内容を、ネットワークプロジェクトファイルとして保存し、『Pro-Server EX』に

リロードします。

続いて、「STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送」に進みます。

STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送

保存したネットワークプロジェクトファイルを GP に転送します。

続いて、「STEP 9　デバイスデータの書き込み」に進みます。

この設定内容は、すでに説明した「帳票作成」ウィザードの設定と同じです。
「3.2.3　帳票を作成してみよう」の「STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存」をご
覧ください。

この設定内容は、すでに説明した「帳票作成」ウィザードの設定と同じです。
「3.2.3　帳票を作成してみよう」の「STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送」をご
覧ください。
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STEP 9　デバイスデータの書き込み

「STEP 4　起動条件の設定」で設定した起動条件が有効になった時点で、GP のデバイスにデータが書

き込まれます。

ここでは、実際にデータが書き込まれることを確認してみましょう。

1 ダウンロード開始ビットを ON にし、起動条件を有効にします。

2 起動条件が有効となった時点で、「S_Recipe_ レコード番号 _WORD」に格納されているレコード番号

に対応したレシピシートのデータが、「S_Recipe03_ データ書き込み先 _WORD」に書き込まれること

を確認します。

以上で、「サンプルウィザード」を使用したレシピデータの書き込みは終了です。

ダウンロード開始ビットを ON にする方法として、

• GP の画面からビットを ON する

• 「デバイスモニタ」または「シンボルモニタ」でビットを ON する

があります。詳細については、『GP-Pro EX リファレンスマニュアル』または「第 27 章　 
手軽に現場の状況を確認したい！」をご覧ください。
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3.4 ロギング機能を体験してみよう

3.4.1 データロギング機能とは？

接続機器で収集されているデータを、任意の周期で定期的にロギング（連続読み出し）し、『Excel』

などのアプリケーションソフトへ書き込むことができます。

＜データロギング機能のしくみ＞

①『Excel』で、ロギングの対象となるデバイスアドレスを記載したシート（ログシート）を作成しま

す。

②『Pro-Studio EX』で、データの書き込み先やロギングする条件など、データロギング機能の動作設

定を行います。
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③指定したタイミングまたは周期がくると、データのロギングが行われ、接続機器のデータがログ

シートに書き込まれます。

（例）接続機器のデバイスアドレス「D000」～「D003」のデータを 1 時間ごとにロギングする場合
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3.4.2 設定からデータロギングまでの作業の流れ

「データロギング」ウィザードによる、設定からデータロギングまでの作業の流れを、実際のウィ

ザードの内容に基づいて説明します。

STEP 1　ログシートのデータ形式の選択
サンプルとして作成するレシピシートのデータ形式を、「Access」、「CSV」、「Excel」の中から
選択します。

STEP 4　起動条件の設定
データをロギングする条件（起動条件）を設定します。

STEP 5　機能（アクション）の設定
アクション名と、作成するログシート（サンプル）の格納先を設定します。

STEP 6　設定結果とログシートの確認
「サンプルウィザード設定結果」画面で設定内容を確認し、生成されたログシートを確認しま
す。

STEP 3　シンボルの登録
GP のデバイスアドレスをシンボルとして登録します。

STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存
ここまでに設定した内容をネットワークプロジェクトファイルとして保存し、リロードしま
す。

STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送
保存したネットワークプロジェクトファイルを GP に転送します。

STEP 9　デバイスデータのロギング
STEP 4 で設定した起動条件が有効になると、GP のデバイスデータがログシートに書き込まれ 
ます。

STEP 2　参加局の登録
パソコンと GP を参加局として登録します。

ネットワークプロジェクトファイルの作成（「サンプルウィザード」の操作）
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3.4.3 デバイスデータをロギングしてみよう

それでは、「サンプルウィザード」の中の「データロギング」ウィザードに従って操作を行うことに

より、データロギングに必要な設定内容を学習しながら、実際に GP のデータをロギングしてみま

しょう。

STEP 1　ログシートのデータ形式の選択

作成するログシートのデータ形式を選択します。

ここでは、『Excel』でログシートを作成します。

1 スタート画面で、［サンプルウィザード］の［データロギング］ボタンをクリックします。

•「Access」形式または「Excel」形式でログシートを作成する場合は、パソコンに
『Access』または『Excel』がインストールされていることが必要です。 
パソコンに必要となるソフトウェアがインストールされていることをご確認ください。

ログシート（サンプル）の作成

データロギング機能を使用する場合、デバイスアドレスやロギング時刻などが記載されたログ
シートはユーザーが作成しますが、このウィザードでは、サンプルのログシートが自動的に作成
され、ウィザード中で指定したフォルダに格納されます。
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「データロギング」ウィザードが起動し、データ形式選択画面が表示されます。

2 ログシートのデータ形式をチェックします。

「Excel」をチェックします。
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［次へ］ボタンをクリックします。

データ形式の選択が終了し、参加局設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 2　参加局の登録」に進みます。

• 以下の説明は、この画面で「Excel」を選択した場合を想定しています。 

この画面で「Excel」以外の項目を選択した場合、画面や設定内容が異なります。
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STEP 2　参加局の登録

続いて、「STEP 3　シンボルの登録」に進みます。

この設定内容は、すでに説明した「帳票作成」ウィザードの設定と同じです。
「3.2.3　帳票を作成してみよう」の「STEP 2　参加局の登録」をご覧ください。
すでに他のウィザードを操作され、参加局の登録を行っている場合は、この項目を改めて設定す
る必要はありません。［次へ］ボタンをクリックし、「STEP 3　シンボルの登録」へお進みくださ
い。
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STEP 3　シンボルの登録

データの読み出しを行うデバイスアドレスを「シンボル」として登録します。このウィザードでは、

あらかじめ GP 内部（「LS エリア」）のデバイスに設定されたシンボルを使用します。

1［それらのシンボルをデータ元局のシンボルとして登録します。］をチェックし、画面を拡大またはス

クロールして、あらかじめ設定されたシンボルを確認します。 

2［次へ］ボタンをクリックします。

これでデータロギングに必要となるシンボルの登録が終了し、起動条件設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 4　起動条件の設定」に進みます。
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STEP 4　起動条件の設定

データロギングを実行する条件（起動条件）を設定します。

1［起動条件の設定］で、設定する起動条件を選択します。ここでは「10 秒周期でデバイスのデータを

読み出します」を選択します。

2［次へ］ボタンをクリックします。

これでデータロギングに必要となる起動条件の設定が終了し、アクション設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 5　機能（アクション）の設定」に進みます。

• 起動条件名は、任意の名称を付けることができますが、ここで名称を変更した場合、
ウィザードであらかじめ設定されている内容と相違が発生しますので、ここでは初期設
定の名称のままにしておいてください。
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STEP 5　機能（アクション）の設定

機能（アクション）を設定します。アクション名と、サンプルとして作成するログシートの格納先を

設定します。

1［データログ格納先フォルダ］に、ログシートの格納先フォルダを入力します。

2［次へ］ボタンをクリックします。

これでデータロギングに必要となるアクションの設定が完了し、次の作業内容（ネットワークプロ

ジェクトファイルの保存と転送）についての説明画面が表示されます。

• アクション名は、任意の名称を付けることができますが、ここで名称を変更した場合、
ウィザードであらかじめ設定されている内容と相違が発生しますので、ここでは初期設
定の名称のままにしておいてください。
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3［完了］ボタンをクリックします。

「サンプルウィザード」が終了します。

続いて、保存設定画面が表示されます。

このとき、保存設定画面のほかにも、「サンプルウィザード設定結果」画面と、『Excel』形式のログ

シートファイル（Logging_Excel）が生成されます。

続いて、「STEP 6　設定結果とログシートの確認」に進みます。

• 「サンプルウィザード設定結果」画面は、HTML ファイルです。この画面を起動させる

ためには、パソコンに『Microsoft Internet Explorer』がインストールされていることが必

要です。
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STEP 6　設定結果とログシートの確認

「サンプルウィザード設定結果」画面を開き、設定内容を確認します。

1 パソコンのタスクバーにある「サンプルウィザード」をクリックします。

「サンプルウィザード設定結果」画面が表示されます。

2 画面をスクロールし、これまでに設定した内容を確認します。

• 「サンプルウィザード設定結果」画面下部の［シーケンス］には、動作内容が表示され

ていますのでご確認ください。
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3 確認後、画面を終了する場合は［×］（閉じる）ボタン、画面を残す場合は［-］（最小化）ボタンをク

リックします。

続いて、『Excel』のログシートを開き、内容を確認します。

4「STEP 5　機能（アクション）の設定」の手順 1 で設定したログシートの格納先フォルダを開き、

『Excel』ファイルのログシート（Logging_Excel.xlt）をダブルクリックします。 

ログシートが生成されていることを確認します。 

続いて、「STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存」に進みます。

• 「サンプルウィザード設定結果」ファイルは、生成された時点で「STEP 5　機能（アク

ション）の設定」の手順 1 で設定したレシピの格納先フォルダに保存されます。ファイ

ル名は「（手順 1 で設定したアクション名）.html」となります。
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STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存

これまでに設定した内容を、ネットワークプロジェクトファイルとして保存します。

続いて、「STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送」に進みます。

STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送

保存したネットワークプロジェクトファイルを GP に転送します。

続いて、「STEP 9　デバイスデータのロギング」に進みます。

この設定内容は、すでに説明した「帳票作成」ウィザードの設定と同じです。
「3.2.3　帳票を作成してみよう」の「STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存」をご
覧ください。

この設定内容は、すでに説明した「帳票作成」ウィザードの設定と同じです。
「3.2.3　帳票を作成してみよう」の「STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送」をご
覧ください。
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STEP 9　デバイスデータのロギング

「STEP 4　起動条件の設定」で設定した起動条件が有効になった時点で、データロギングが開始され

ます。

ここでは、実際にログシートに設定した周期でデータがロギングされることを確認してみましょう。

1「STEP5　機能（アクション）の設定」の手順 1 で設定したデータログ確認先フォルダを開きます。

2 ネットワークプロジェクトファイルを転送してから 10 秒経過すると、設定した起動条件が有効とな

り、「S_Logging03_ 読み出し元データ _WORD」に格納されているデータが書き込まれた『Excel』

ファイルのログシートが作成されます。

10 秒経過するごとに、新しいデータがログシートに書き込まれていきます。

3 ログシートの確認が終わったら、［×］（閉じる）ボタンをクリックします。

以上で、「サンプルウィザード」を使用したデータロギングは終了です。



Mail 送信機能を体験してみよう

Pro-Server EX リファレンスマニュアル 3-68

3.5 Mail 送信機能を体験してみよう

3.5.1 Mail 送信機能とは？

データの変化や異常など、設定した事象が発生した場合、あらかじめ設定しておいたメッセージを電

子メールで自動的に送信できます。メールの送信方法は、次の 3 パターンより選択できます。

• 常に同じメッセージを送信する

• 接続機器で作成されたメッセージを送信する

• 事前に用意した Excel シート内のメッセージを送信する

＜ Mail 送信機能のしくみ＞

（例）Excel シート内のメッセージを電子メールで送信する場合

①『Excel』で、送信するメッセージと送信先メールアドレスを記述したシート（メッセージシート）

を作成します。

②『Pro-Studio EX』で、メールサーバー名や電子メールを送付する条件など、Mail 送信機能の動作設

定を行います。
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③設定した事象が発生すると、メッセージシート内の事象に対応したキーコードのメッセージが、

メールサーバー経由で相手先の携帯電話やパソコンに送信されます。

（例）メッセージシートのキーコード「1」の内容「アラーム 1　温度異常」を送信する場合
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3.5.2 設定からメール送信までの作業の流れ

「Mail 送信」ウィザードによる、設定から電子メール送信までの作業の流れを、実際のウィザードの

内容に基づいて説明します。

STEP 3　起動条件の設定
電子メールを送信する条件（起動条件）を設定します。

STEP 4　機能（アクション）の設定
アクション名と、メールサーバーおよび電子メールの内容を設定します。

STEP 5　設定結果の確認
「サンプルウィザード設定結果」画面で設定内容を確認します。

STEP 2　シンボルの登録
GP のデバイスアドレスをシンボルとして登録します。

STEP 6　ネットワークプロジェクトファイルの保存
ここまでに設定した内容をネットワークプロジェクトファイルとして保存し、リロードしま
す。

STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの転送
保存したネットワークプロジェクトファイルを GP に転送します。

STEP 8　電子メールの送信
STEP 3 で設定した起動条件が有効になると、設定したメールアドレスに電子メールが送信され 
ます。

STEP 1　参加局の登録
パソコンと GP を参加局として登録します。

ネットワークプロジェクトファイルの作成（「サンプルウィザード」の操作）
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3.5.3 メッセージを送信してみよう

それでは、「サンプルウィザード」の中の「Mail 送信」ウィザードに従って操作を行うことにより、

Mail 送信に必要な設定内容を学習しながら、実際に電子メールを送信してみましょう。

STEP 1　参加局の登録

1 スタート画面で、［サンプルウィザード］の［Mail 送信］ボタンをクリックします。

2［次へ］ボタンをクリックします。

• パソコンがネットワークを通じてメールサーバー（SMTP サーバー）に接続されていな

い場合は、電子メールの送信ができません。作業を開始する前に、パソコンの接続環境

をご確認ください。
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参加局設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 2　シンボルの登録」に進みます。

この設定内容は、すでに説明した「帳票作成」ウィザードの設定と同じです。
「3.2.3　帳票を作成してみよう」の「STEP 2　参加局の登録」をご覧ください。
すでに他のウィザードを操作され、参加局の登録を行っている場合は、この項目を改めて設定す
る必要はありません。［次へ］ボタンをクリックし、「STEP 2　シンボルの登録」へお進みくださ
い。
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STEP 2　シンボルの登録

データの読み出しを行うデバイスアドレスを「シンボル」として登録します。このウィザードでは、

あらかじめ GP 内部（「LS エリア」）のデバイスに設定されたシンボルを使用します。

1［それらのシンボルをデータ元局のシンボルとして登録します。］をチェックし、画面を拡大またはス

クロールして、あらかじめ設定されたシンボルを確認します。

2［次へ］ボタンをクリックします。

これで Mail 送信に必要となるシンボルの登録が終了し、起動条件設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 3　起動条件の設定」に進みます。
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STEP 3　起動条件の設定

Mail 送信を実行する条件（起動条件）を設定します。

このウィザードでは、あらかじめ「Mail 送信開始 _BIT」の立ち上がりを検出する起動条件が登録さ

れています。

1［起動条件の設定］で、設定する起動条件を確認します。

2［次へ］ボタンをクリックします。

これで Mail 送信に必要となる起動条件の設定が終了し、アクション設定画面が表示されます。

続いて、「STEP 4　機能（アクション）の設定」に進みます。

• 起動条件名は、任意の名称を付けることができますが、ここで名称を変更した場合、
ウィザードであらかじめ設定されている内容と相違が発生しますので、ここでは初期設
定の名称のままにしておいてください。
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STEP 4　機能（アクション）の設定

機能（アクション）を設定します。アクション名と、サンプルとして作成するメッセージシートの格

納先を設定します。

1 メールサーバーに関する設定を行います。

［SMTP サーバ名］に、接続しているメール送信用サーバーのサーバー名（「mail.xxxx.co.jp」 など）を

半角英数字で入力します。

［送信元メールアドレス］に、ご使用のパソコン（「STEP 1  参加局の設定」で参加局に登録したパソ

コン）のメールアドレスを入力します。

• アクション名は、任意の名称を付けることができますが、ここで名称を変更した場合、
ウィザードであらかじめ設定されている内容と相違が発生しますので、ここでは初期設
定の名称のままにしておいてください。

SMTP サーバー

メール送信プロトコル（データ通信上の規約）である SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）に対
応している、電子メールを送信するためのサーバーです。電子メールを送受信するときには、イ
ンターネット上に常に接続された“サーバー”というコンピュータを経由する必要があります。
サーバーには送信用と受信用があり、送信用サーバーの代表的なものが SMTP サーバーです。
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2 メールの内容に関する設定を行います。

このウィザードで登録したメッセージを送信するため、［常に同じメッセージを送る］をチェックし

ます。

［送り先メールアドレス］に、送り先（パソコン、携帯電話など）のメールアドレスを半角英数字で

入力し、［送るメッセージ］に、送信したいメッセージを入力します。

3［Mail 送信設定格納フォルダ］に、メッセージシートの格納先フォルダを入力します。
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4［次へ］ボタンをクリックします。

これで Mail 送信に必要となるアクションの設定が完了し、次の作業内容（ネットワークプロジェク

トファイルの保存と転送）についての説明画面が表示されます。

5［完了］ボタンをクリックします。

「サンプルウィザード」が終了します。
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続いて、保存設定画面が表示されます。

このとき、保存設定画面のほかにも、「サンプルウィザード設定結果」画面が生成されます。

続いて、「STEP 5　設定結果の確認」に進みます。



Mail 送信機能を体験してみよう

Pro-Server EX リファレンスマニュアル 3-79

STEP 5　設定結果の確認

「サンプルウィザード設定結果」画面を開き、設定内容を確認します。

1 パソコンのタスクバーにある「サンプルウィザード」をクリックします。

「サンプルウィザード設定結果」画面が表示されます。

2 画面をスクロールまたは拡大し、これまでに設定した内容を確認します。

3 確認後、画面を終了する場合は［×］（閉じる）ボタン、画面を残す場合は［-］（最小化）ボタンをク

リックします。

続いて、「STEP 6　ネットワークプロジェクトファイルの保存」に進みます。
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STEP 6　ネットワークプロジェクトファイルの保存

これまでに設定した内容を、ネットワークプロジェクトファイルとして保存し、『ProServer EX』にリ

ロードします。

続いて、「STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの転送」に進みます。

STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの転送

保存したネットワークプロジェクトファイルを GP に転送します。

続いて、「STEP 8　電子メールの送信」に進みます。

この設定内容は、すでに説明した「帳票作成」ウィザードの設定と同じです。
「3.2.3　帳票を作成してみよう」の「STEP 7　ネットワークプロジェクトファイルの保存」をご
覧ください。

この設定内容は、すでに説明した「帳票作成」ウィザードの設定と同じです。
「3.2.3　帳票を作成してみよう」の「STEP 8　ネットワークプロジェクトファイルの転送」をご
覧ください。
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STEP 8　電子メールの送信

「STEP 3　起動条件の設定」で設定した起動条件が有効になった時点で、ウィザードで入力した内容

の電子メールが、指定したメールアドレスに送信されます。

ここでは、実際に指定したメールアドレスに電子メールが送信されることを確認してみましょう。

1 メール送信開始ビットを ON にし、起動条件を有効にします。

2 起動条件が有効となった時点で、「STEP 4　機能（アクション）の設定」の手順 3 で設定した［送る

メッセージ］の内容が送信されます。

以上で、「サンプルウィザード」を使用した電子メール送信は終了です。

Mail 送信開始ビットを ON にする方法として、

• GP の画面からビットを ON する

• 「デバイスモニタ」または「シンボルモニタ」でビットを ON する

があります。

詳細については、『GP-Pro EX リファレンスマニュアル』または「第 27 章　手軽に現場の

状況を確認したい！」をご覧ください。
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